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「横浜ＩＲ（統合型リゾート）に関する法務支援業務委託」に関する 

プロポーザルに係る提案書評価基準  

 

表の評価項目のもと、評価を行います。 

採点が同点の場合は、評価事項のうち、提案内容の評価点の合計点数で受託候補者を特定します。 

 

表 基本的評価事項  

評価項目  

(配 点 ) 
評価の着目点  配点 評価 評価点 

業務実施  

体制  

（ 50 点）  

配置構成、
人数など 

業務遂行に必要な能力を有する人材を
適正数配置しているか 
また、必要に応じた人員補充体制が示さ
れているか 

15   

実績・経験 

国際間取引など同種・類似業務や行政側
への法務支援その他の実績について、本
業務に生かすことのできる実績、経験が
あるか 

30   

利益相反
行為の防
止等 

利益相反行為のチェック態勢や情報の
管理体制、職務の公正を保ち得る対応方
針について、有効な提案がなされている
か 

5   

提案内容  

（ 50 点）  

業務実施 
方針 

委託目的、業務内容について十分に理解
し、的確かつ円滑に進めるうえでの対応
方針を示せているか 

5   

特定課題 

横浜ＩＲの業務推進にあたって重要とな
る視点やポイント等が示せているか 

10   

契約スキームやプロセス、契約条件等に
ついて、重要となる視点やポイント、課
題が示せているか 
また、具体的かつ有効な解決策等が提案
されているか 

15   

官民リスク分担に関して、重要となる視
点やポイントが示せているか 15   

取組意欲が感じられる提案となっているか 5   

評価点の合計（ 100 点満点）   

１ 評価はＡ～Ｅの５段階評価とする。 
  Ａ 特に優れている 
  Ｂ 優れている 
  Ｃ 普通 
  Ｄ やや不十分である 
  Ｅ 不十分である 

２ 評価点について、次のように配点を行う。 
  配点にＡ＝５/５、Ｂ＝４/５、Ｃ＝３/５、Ｄ＝２/５、Ｅ＝１/５を乗じて算出する。 

３ 各審査委員の評価点の合計が、満点の６割以上である企画提案を行った者のうち、最高評価点を
獲得した提案者１者を委託候補者とする。 

なお、提案者が１者の場合は、審査委員会における評価の結果、各審査委員の評価点数の合計が
満点の６割以上に達していれば、当該提案者を委託候補者とする。 

４ Ｅ評価のある者は原則として選定しない。 


